情報通信月間特別企画シンポジウム

－ ICT技術人材育成の現状と課題－

配布資料
2007.6.8(金)13:00～17:00 浜松町 情報通信ネットワーク産業協会会議場

本日の式次第       

・13:00-13:10 御 挨 拶：総務省 大臣官房技術総括審議官 松本 正夫 氏

・13:10-14:40 パネルディスカッション１

「アジア企業の『知識人材』の育成・活用」立命館アジア太平洋大学教授 福谷 正信 氏
　「多様な人材の活用」日本アイ・ビー・エム 技術顧問(元専務執行役員) 内永 ゆか子 氏
　「研究開発人材」東京大学 教授／総務省 ＩＣＴ分野の研究開発人材育成に関する研究会 座長 原島 博 氏

　「ベンチャー」早稲田大学 教授／総務省 ＩＣＴベンチャーの人材確保の在り方に関する研究会 座長

／日本ベンチャー学会会長 松田 修一 氏

・14:40-15:00 休憩

・15:00-17:00 パネルディスカッション２

「技術者派遣による人材育成と社会的意義」アルプス技研 代表取締役社長 兼 業務執行役員 池松 邦彦 氏

「地域で力を発揮するプラットホーム～プレーヤーになるOB人材～」
シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹 顧問 堀池 喜一郎 氏

　「科学技術教育/アウトソーシングの現場から」
コスモピア社長／関東ニュービジネス協議会副会長 田子 みどり 氏

「こども向け参加型創造活動の現場から」NPO法人CANVAS副理事長 石戸 奈々子 氏

「産官学の経験から」元関西ベンチャー学会副会長／元奈良先端科学技術大学院大学教授

／元武田薬品 中央研究所長／京都ナノテククラスター 科学技術コーディネータ 今田 哲 氏

   ゲストコメンテーター：元日経エレクトロニクス編集長／東工大 監事 西村 吉雄 氏
　 サブモデレーター：常陽地域研究センター研究参与／埼玉大学客員教授／元関東経済産業局 産業部次長
久野 美和子 氏
モデレーター／司会：情報通信ネットワーク産業協会 技術政策部長／日本ベンチャー学会イノベーション
研究部会代表世話人 兼 幹事／研究・技術計画学会 評議員／ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラム 運営委員、

／映像情報メディア学会アントレプレナー・エンジニアリング研究委員会 運営委員 中原 新太郎 

主催：日本ベンチャー学会イノベーション研究部会、日本女性技術者フォーラム、KANSAI@CANフォーラム、

映像情報メディア学会アントレプレナー・エンジニアリング研究委員会、
関西ベンチャー学会 文化資産研究部会、情報通信ネットワーク産業協会　技術企画部会
協賛：IEEE EMS Japan Chapter、IEEE Japan Council Women in Engineering Affinity Group、

(社)電子情報通信学会、映像情報メディア学会、研究・技術計画学会、日本ベンチャー学会、

同 女性と企業研究部会、文理シナジー学会、関西ベンチャー学会、日本産業人材育成学会、

日本開発工学会、日本生活学会　生活情報化研究会、NPO法人 IAIジャパン、NPO法人ＣＡＮＶＡＳ、
(財)日本産業技術振興協会(JITA)、ＹＲＰ研究開発推進協会、(社)研究産業協会、(社)企業研究会
後援：独立行政法人 情報通信研究機構(NICT)、(社)関東ニュービジネス協議会、(財)常陽地域研究センター、
国立情報学研究所、CANフォーラム
概要
少子高齢化が進む中、理系離れ、団塊世代の大量退職、東アジア諸国の国際競争力向上が同時に進行し、

技術人材育成の重要性が高まっている。折しも総務省では関連する２つの研究会が開催され、その課題について、明らかにされてきた。本シンポジウムでは上記研究会の座長を軸に様々な視点を有するパネリストを加え、

今後に向けた課題の抽出と解決策の模索を行う。

講師略歴

松本 正夫 氏
1951年 長崎県生まれ。京都大学工学部、同大学大学院工学研究科修士課程修了。
1976年 郵政省(現総務省)入省。1991年 電気通信局電気通信事業部データ通信課調査官、
1992年 同電波部移動通信課デジタル移動通信推進室長、1993年 同監視監理課長、
1994年 同電波利用企画課長、1996年 通信政策局宇宙通信政策課長、
1998年 電気通信局電波部計画課長、2001年 総合通信基盤局電波部電波政策課長を歴任。

その後、北海道総合通信局長、近畿総合通信局長を経て、
2005年 総務省 大臣官房技術総括審議官 (現職) 

福谷 正信 氏

  1971年 東京理科大学工学部経営工学科  卒業。

  1973年 慶應義塾大学大学院商学研究科修士課程  修了(産業関係論  専攻)。

  1973年 (財)社会経済生産性本部(旧 日本生産性本部)労働部課長、生産性研究所主任研究員など。

  2001年4月より現職(立命館アジア太平洋大学 教授)
著書等「Ｒ＆Ｄ人材マネジメント」泉文堂、 共編著「21世紀の評価制度」社会経済生産性本部、

  共著「わが国ベンチャー企業の経営課題」社会経済生産性本部、他
内永 ゆか子 氏
東京大学理学部物理学科を卒業後、日本IBMに入社。アジア・パシフィック製品開発統括本部長を経て、
1995年 同社取締役。アジア・パシフィック・プロダクツ担当、ソフトウェア開発研究所長を経て、
2000年 同社常務取締役、2003年 常務執行役員、2004年取締役専務執行役員に就任。

2007年 技術顧問(現職)。

ダイバーシティ問題に積極的に取り組み、文部科学省中央教育審議会委員、内閣府男女共同参画会議議員等を歴任。J-Win(Japan Women's Innovative Network)ファウンダーとして精力的に活動している。

著書に『部下を好きになってください』(勁草書房)がある。
原島 博 氏
1945年 東京都生まれ。東京大学、同大学大学院博士課程修了、工学博士。 

1973年 東京大学工学部専任講師、1975年 助教授、1984年　スタンフォード大学客員研究員等を経て 

1991年 東京大学教授(現職)、2004年 東京大学コンテンツ創造科学産学連携教育プログラム代表
コミュニケーション工学の権威として、日本放送協会放送技術審議会委員、放送技術研究所研究アドバイザ、
文部科学省宇宙科学研究所宇宙工学委員会委員、総務省 ＩＣＴ分野の研究開発人材育成に関する研究会 座長
を務める他、1995年に日本顔学会を発起人代表として設立、現在会長として「顔学」の構築と体系化に尽力
している。最近はメディアとアートの融合にも尽力。

専門はヒューマンコミュニケーションメディア、次世代インタラクティブメディアと感性空間の創出、

映像の構造的記述と知的画像符号化、顔画面処理と感性コミュニケーション。

「情報と符号の理論」岩波書店(共著、1983)、「画像情報圧縮」オーム社(編著、1991)、「仮想現実学へ
の序曲」共立出版 bit増刊(編著、1994)、「人の顔を変えたのは何か」河出書房新社(共著、1996)、
「顔学への招待」岩波科学ライブラリー62、岩波書店(1998)等、著書多数。
松田  修一 氏
1943年生まれ。早稲田大学商学部、同大学大学院商学研究科博士課程修了、商学博士。
1973年 監査法人サンワ事務所(現監査法人トーマツ)入所、企業調査、ベンチャービジネスの経営支援、
上場準備会社の監査、企業内研修等に従事。
1986年 早稲田大学アジア太平洋研究センター(旧システム科学研究所)助教授：ビジネススクール担当

1991年 早稲田大学アジア太平洋研究センター教授

1993年 早稲田大学アントレプレヌール研究会代表理事(現職)
 早稲田大学学外連携推進室長、早稲田大学ビジネススクール・経営大学院(国際経営学専攻)教授等を経て
2003年 早稲田大学ビジネススクール・経営専門職大学院(MOT担当)教授

　2007年 早稲田大学大学院商学研究科(ビジネススクール)教授(現職)。
日本ベンチャー学会(会長)・危機管理システム研究学会(理事)ビジネスモデル学会(理事)等を務める一方、

総務省 ＩＣＴベンチャーの人材確保の在り方に関する研究会 座長として報告書を作成。

専門は経営監査論・技術ベンチャー輩出論

「経営監査の理論と実務」中央経済社(1983)、「経営監査論」現代出版(1986)、「経営戦略を読む」日本経営
出版界(1986)「変革日本型経営」第一法規出版、「コーポレートベンチャリング」ダイヤモンド社、「ベン
チャー企業の経営と支援」日本経済新聞社、「ベンチャーファイナンスの多様化」日本経済新聞社(1996)、
「起業家の輩出」日本経済新聞社、「起業論」日本経済新聞社(1997)、「ベンチャー企業」日本経済新聞社(2005)、

「会社のしくみ」日本実業出版社、「MOT(技術経営)入門」日本能率協会マネジメントセンター、「MOT
アドバンスト技術ベンチャー」日本能率協会マネジメントセンター、「ビジネスゼミナール会社の読み方」

日本経済新聞社他、著書論文多数

池松 邦彦 氏
1956年 東京都生まれ。慶應義塾大学経済学部卒業

1979年 日本航空㈱入社、1998年 (財)宮城総合研究所出向を経て
2001年 ㈱アルプス技研入社

  2003年 ㈱アルプス技研 代表取締役社長に就任(現職)
　(財)社会開発研究センター理事、有限責任中間法人 日本エンジニアリングアウトソーシング協会監事等を歴任。
「知の技術 ～私の方法～ 」(共著)大和出版、「生きる技術 ～私の方法～」(共著)大和出版、

随筆執筆「随想(平成１２年７月６日～８月３１日　毎週木)」河北新報夕刊
堀池 喜一郎 氏

1941年東京生まれ。1963年慶応義塾大学工学部卒業、㈱日立製作所入社。量産品生産管理、販売員教育、
マルチメディア利用教育システム運用等に従事、1988年(財)コンピュータ教育開発センタ出向(開発室長)

1997年5月㈱コンシューマ・システム・テクノロジ 取締役、
1999年9月シニアSOHO普及サロン・三鷹を設立 代表幹事、
2000年3月㈱コンシューマ・システム・テクノロジを定年前に退社、
2000年7月 NPO法人シニアSOHO普及サロン・三鷹(特定非営利活動法人として登記)代表理事。
会社員ＯＢが楽しく地域ビジネスを起業する場の提供に努めている。
2005年 シニアＳＯＨＯ普及サロン・三鷹 顧問(現職)
関東経済産業局「コミュニテイビジネス推進協議会」幹事の他、三鷹市高齢者社会活動マッチング推進協議会会長、武蔵野三鷹ケーブルテレビ㈱番組審議会委員などを歴任。
趣味は木工。竹とんぼ教室を地域で続けている。　

田子 みどり 氏
1960年 山口県萩市生まれ、1983年早稲田大学第一文学部卒。

在学中に女子学生ベンチャーとして起業、
卒業と同時に「科学技術をわかりやすく伝える」科学プロダクション㈱コスモピア設立、代表取締役に就任。

女性の継続的就業支援と職域拡大を経営理念とし、難しい科学や技術をわかりやすく伝えるテクニカルコミュ
ニケーション活動を通じて、科学技術の普及や啓蒙に貢献することを目的とする。
役員及び経営幹部は全員女性。

現在、専門的なスキルとコミュニケーション能力の高いスタッフが約1800名（女性80％）登録し、ＩＣＴ
ソリューションのコンサルティングとアウトソーシング、メディア・コンテンツのプロデュース及び制作、
人材教育と人材派遣、パソコンスクールの運営等を行う。

また、子どもの科学離れを防ぐための書籍の企画編集や、So-net子どものための科学サイト「かがっきーず」
（http://www.so-net.ne.jp/kagaku/　）を制作運営。

社団法人ニュービジネス協議会(副会長）、経済産業省、文部科学省、自治体等の審議会委員を歴任。
石戸 奈々子 氏
　東京大学工学部卒業後、渡米し、マサチューセッツ工科大学メディアラボ客員研究員に。
スタンフォード日本センターのプロジェクトコーディネイターを兼職。

その間、こどもの創造力・表現力を育むＮＰＯ法人「ＣＡＮＶＡＳ」を創設、現在、ＣＡＮＶＡＳ副理事長。

今田 哲 氏

1936年生まれ。北海道大学農学部農芸化学科卒。農学博士(北海道大学・論文)

1959年 武田薬品工業株式会社入社中央研究所配属

1971年 マサチューセッツ工科大学博士研究員

1987年 武田薬品工業株式会社中央研究所生物研究所所長

1992年 武田薬品工業株式会社創薬研究本部副本部長

1993年 武田薬品工業株式会社理事

1994年 奈良先端科学技術大学院大学・先端科学技術研究調査センター教授、同センター長併任(～1998年)

2001年～2003年 関西学院大学経済学研究科非常勤講師

2001年～2007年 関西ベンチャー学会副会長

2002年 奈良先端科学技術大学院大学を停年退官し、京都高度技術研究所・京都ナノテククラスター科学

技術コーディネーターに就任。(現職)

神戸大学共同研究開発センター客員教授、大阪産業大学工学研究科客員教授等も兼ねる。

「洛中洛外ナノテクばなし」(2006年、日刊工業新聞社)編著。
西村 吉雄 氏
1942年 旧満州遼陽生まれ。東京工業大学理工学部電子工学科卒業、同大学院電子工学専攻修士課程修了。
1967年 仏モンペリエ大学理学部固体電子工学研究センター留学。
  1971年 東京工業大学大学院理工学研究科電子工学専攻博士課程修了、工学博士、日経マグロウヒル社入社。
  1979年『日経エレクトロニクス』編集長

  1990年 『日経エレクトロニクス』発行人など 

  1994年 日経ＢＰ社調査開発局長 

  1995年 日経ＢＰ社編集委員 

  2002年 東京大学大学院工学系研究科電気工学専攻 教授 

  2003年 同上 定年退官 

  2003年 大阪大学 特任教授 

  2004年 国立大学法人東京工業大学 監事 

  2005年 早稲田大学 客員教授  

東京工業大学の電子工学科を出ております。ただし当時の東京工業大学には、人文関係併習課程という制度が
ありました。後に文部大臣になられた永井道雄先生やＫＪ法の創始者川喜田二郎先生がまだ助教授のころです。学部時代の私は、永井先生や川喜田先生の研究室に入り浸っておりました。自覚的には私は半分以上人文関係卒です。

　大学院に進学し、末松安晴先生(後に東京工業大学学長)の研究室に所属しました。頂いたテーマはマイクロ
波半導体デバイスや半導体レーザーです。

　博士課程在学中にフランスに留学します。行き先はモンペリエという南仏の大学町。しかしです。時は1967
～1968年、フランスはいわゆる「５月危機」を迎えます。チェコに友人を訪ねて「プラハの春」にも遭遇
しました。帰国した日本では、東大も東工大も大学紛争です。

　なんとか学位をいただいて大学院を修了したのですが、世界史的な大事件を渦中で経験したせいか、ふつう
の研究者を続けることに抵抗を感じるようになっていました。おりからエレクトロニクス分野の技術雑誌の
創刊計画を知ります。日経マグロウヒル社(後の日経ＢＰ社)という出版社に入って、『日経エレクトロニクス』
の創刊に参加し、以後この雑誌の編集に携わる──これが私の職歴の中核となります。『日経エレクトロニクス』の編集職場には20年おり、後半の11年半は編集長をつとめました。

その後数年、日経ＢＰ社の経営管理職的な仕事に従事します。けれども妻の病気や両親の介護問題などから
非常勤にしてもらい、７年ほどは事実上フリータでした。この間に、要介護状態となった両親のための施設を
探しました。その過程で、老人ホームは病気がちの妻にも有効であることに気づき、私たち夫婦も両親と同じ
老人ホームに入ってしまいました。

　両親はすでに亡くなりました。けれども私たち夫婦は相変わらず老人ホームの住人でもあります。私自身は
もっぱら週末の別荘として利用しています。場所は八王子郊外、五日市に近いところです。温泉なみの広い
風呂があり、自前の別荘と違って食事が出ます。パソコンをおき、ＡＤＳＬ回線を引いて、ブロードバンド
環境を確保しました。トフラーが『第三の波』に可能性を記した electronic cottage は現実です。

　2002年2月から東京大学教授を経験しました。両親も妻も医療の専門家の眼が届くところで暮らす環境が
得られたため、フルタイムの勤務でもなんとかなるだろうと判断したためです。
　東大定年後はまたフリータに戻りました。著作・講演のほか、かなりの数の大学の特任教授、客員教授、
非常勤講師をさせていただいております。また古巣の日経ＢＰ社では非常勤顧問・編集委員です。さらに2004

年4月からは、法人化後の国立大学法人東京工業大学で非常勤監事をつとめています。役員会に毎週出席し、
複数の大学を相対的に比較しながら、東京工業大学のあり方にコメントを言う──こんな感じの仕事をして
おります。

近年の私の関心事は大きく分けると三つでしょうか。

　一つは半導体産業を中心に、エレクトロニクスを産業的な視点から考えること。この分野の著作に『半導体
産業のゆくえ』(丸善、1995年)、『電子工業50年史』(日本電子機械工業会、1998年)があります。
二つ目は、いわゆる情報化に伴う産業や社会生活の構造変化を考え続けています。これについては、古くは
『硅石器時代の技術と文明』(日本経済新聞社、1985年；増補改訂版、開発社、1996年)、最近は『情報産
業論』(放送大学教育振興会、2004年改訂)などを書いてきました。
もう一つ、研究開発のあり方を歴史も含めて考え直す作業を続けています。『中央研究所の時代の終焉』
(日経ＢＰ社、1998年、翻訳)や『産学連携』(日経ＢＰ社、2003年)、『ＭＯＴテキストシリーズ産学連携と
技術経営』(丸善、2005年)などが、この関連の著作です。

趣味＆特技 

一番困る質問です。何に時間を費やしているか、やはり読書が多いですね。楽しい時間でもあります。
しかし私たちのような職業のものが、読書を趣味とは言えないでしょう。

世界中どこへ行っても、寺、美術館、コンサートのいずれかに出かけます。
加えて、おいしいものを飲み食いしたい。
久野 美和子 氏
大学卒業後企業に就職し、通商産業省入省。関東経済産業局、産業企画部情報政策課長、産業振興部指導課長、
産業企画部新規事業課長、総務企画部企画課長、地域経済部地域経済課長を経て、2006年6月産業部次長、
  200７年４月より常陽地域研究センター研究参与(現職)及び埼玉大学客員教授。

地域産業政策、中小企業支援、創業支援、各大学との産学連携推進、大学発ベンチャー支援、地域の支援機関とのネットワーク形成・助言、銀行との連携を推進してきており、地域における各分野のハブ的存在になっている。また静岡、栃木、さいたま、荒川区など、各地域における産業ビジョン策定委員などを歴任。昨年度は大田区にて、｢若者と中小企業のネットワーク構築事業｣を手がけている。これらの活動を通じて、地域の公的機関や中小企業、大学と広範囲なヒューマンネットワークを形成している。

中原 新太郎

   1961年横浜生まれ。MOT、IT並びに、IT・デザイン等の複数の手法を駆使した地域活性化の専門家。

　 1985年上智大学理工学部電気電子工学科卒後、三菱電機(株)入社。 

　 2000年 同社 関西支社 ＮＴＴ部 企画グループマネージャー

　 2002年 同社 ＮＴＴ事業部 計画部 企画課長

   2005年 情報通信ネットワーク産業協会へ出向 技術政策部長(現職)

    会社員生活の傍ら日本ベンチャー学会 イノベーション研究部会 代表世話人兼幹事、研究・技術計画学会
 評議員、ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラム運営委員、社団法人神奈川県経営管理センター参事、

映像情報メディア学会マルチメディア・アントレプレナー・エンジニアリング研究会運営委員を務める。

沖縄以外の総ての都道府県を訪問。地域、分野をまたがる新結合を介在する橋渡し役・コミュニケーター。
    2001年 2月～2003年3月 関西ベンチャー学会理事、他 大学非常勤講師多数。
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